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 我教室においては{959年以来子宮癌深部照射療法の際に起る障害について研究し,放射線
 照射時の障害惹起物質は血清中ではなく,血球中に含まれるものであることを認め,之を抽出し
 て,これにRaaiotoxi亘と命名した。筆者はRaOiotox沁の抽出法3性状等について検
 討を加えると共に,正常血球中にも中枢性に作用して末梢血中の白血球減少を澄こす因子がある
 ・ことを認めるなど興味ある新知見を得た。
 はじめに家兎を用い血液中の放射線障害症状惹趨勿質の有無について検討したoX線照射白血
 球減少家兎の血液を血球,血漿,血清に分けて夫々を正常家兎に静注してみたところ血球が最も
 強い放射線障害症状惹起物質を含有することを認めた。又正常血球にはこれらの作用がないこと
 を知った。次にX線照射白血球減少家兎血球の透析外液のアルコール,アセトン,エーテル不溶
 性の部分に極めて強い白血球減少作用があることを認めた。これは九嶋がRad.iotoxinと命
 名したものである。
 正常家兎について同様に血球を水に透析しその透析外液中の.アルコール,アセトン,エーテル
 不溶性物質の作用をみたところ,ある抽出物では強い白血球減少作用が認められるのにサ他の抽
 出物では認められない不定の結果が得られた。そこで抽出操作の濃縮時の温度を57りより約
 10℃低温の27～28じで濃縮を行ったところ正常家兎血球抽出物にも安定した強い白血球減
 少作用があることがわかった。Radiotox加と比較してみると白血球減少作用では殆んど差
 異を認めないが,'耐熱性試験ではRaαiotoxinの白血球減少作用は比較印熱に安定であり・
 又組織障害作用は京aOio七〇xinで強く認められたが正常血球抽出物では全く認められなかっ
 た。
 家敷Radi。t。xinの.3・噺至5・駈静注すると注射後2時間で極めて著しい舳球
 減少が認められ,その減少の程度は注射前の1/5以下であり最低値は全例1認中5000以下と
 なった。更に4～6時間後から逆に白血球増多を来たし724時間乃至48時間で正常値へ恢復
 した。自律神経遮断剤の一製剤であるAcety■prO皿aziue狙a■ea七e5寵聲とRad・io一
 七〇xin50昭を混合して静注したところ白血球減少は全然おこらず4時間後より白血球増加
 を示した。更にRad-iotoxin50囎を毎日1回5日間連続して注射してみたところ,第1回
 注射後2時間て極めて強い白血球減少,最低値勧寵中"10を示し,第2日目の第2回注射後は
 最低値5850,第5回注射後最低値7800,第4回注射後最低1直8000と次第に反応しな(な
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 つた。叉肝疵護抱合解毒剤として知られるPoユyviny■PyrroユiaORとの混合静注例では
 白血球減少を押えることは出来ず,唯正常値への恢復を促進するのを詰めた。
 Raαio七〇xinの急激且つ著明な国典球減少作用,更にその作用は自律神経遮断剤で全ぐ抑
 止出来るが肝疵護解窺剤によって抑えられず,唯その恢復を速にすること等よ蛎Raαioto-
 xinはその作用初期に於て間脳にある白血球調節中枢に作用して白血球減少を診こすものと考
 えられる。Radiotoxinの連続投与による末梢血中の臼取球の反応態度も中枢の慣れとして
 理解することが出来る。
 Raαiotoxinのう回注射によって既に肝,心,副腎・特に腎臓に障害を認めるが,その連
 続注射によって臓器障害の程度は更に強ぐなっている。この組織障害の程度は末梢血中の白血球
 減少反応の強さと平行してからず,むしろ逆の関係にあることから,Radioむoxlnの白血球'
 減少作用は,その作用初期に於ては間脳にある白血球調節中枢の変調によることが窺われ野後期
 に於ては,末梢臓器(肝,腎,副腎,骨髄等)の直接障害によって惹起されるものと考えられる。・
 正常家兎血球抽出物もまた強い白血球減少作用をもつことが認められた。しかし正常血球その
 ものを何回連続注射しても白血球系の変動は認められないから,正常血球中には抗白血球減少因
 子も存在することが予想される。更に火傷を家兎に繰返し加えていくと血球中の白血球減少因子
 は次第に減弱したが,逆に火傷回数が多くなる程血球抽出物の組織障害作用は強くなった。
 Raαエ〇七〇xinの水溶液の紫外線吸収曲線をみると250～260肌μの部分に一つの山があ
 る。更にイオン交換繊指DEDAEceUulo8e処理後の紫外線吸収曲線では250～260
 篇μの核酸構成成分に相当する山が除かれる。このDEAEee1■uユ08e処理後も筒白血球減
 少作用は認、められた。
 オルシノール反応,アンスロン反応の吸光曲線によるとHeXOseの含量は正常家兎血球抽出
 物,Radio加xin火傷家兎血球抽出物の順に減少し七お診,更に火傷群では火傷回数が増すほ
 ど,HeXOseの含量は減少の傾向を示レた。このHexo8eの含量曲線はそれぞれの白血球減
 少作用の強弱と平行関係を示してお外白血球減少作用機序との関連を思わせた。
 加水分解物の』二次元クロマトグラフを比較すると7正常家兎血球抽出物,火傷家兎血球抽出物,
 R鍼iotoxinの順にニンヒドリン反応陽性のスポットが増加した。即ち正常家兎血球抽出物
 レ線照射家兎血球抽出物(Radiotoxin),並びに火傷家兎血球抽出物は比較的簡単な,極
 めて近似の構造を有するHexo8eを伴ったペプチド化合物と推定される。・
 以上要するに,正常血球中には中枢性に作用する白血球減少因子があり,この因子はレ線照射
 によって強化される(Raαiotoxin)が,逆に火傷によって減弱する。しかして放射線障害
 白血球減少は初期に於ては間脳にある白血球調節中枢に対するRadio七〇xinの変調作用によ
 っておこ外末期に於てはRaαio七〇xinによる末梢臓器(肝,腎,副腎,骨髄等)の直接障
 害によって惹起されるものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者の属する教室では1Ψ59年以来。子宮癌深部照射療法の除に起る障害は放射によって生ず一
 る障害惹起物質によるものであり.この物質は血清中には往く,血球中に含盛れるので,これを
 rad土otoxinと命名'している。著者はこのradiotox⊥nの再抽出および,火傷時に生ず
 るnecro七〇xinとの比較検討を行い次の成績を得ている。
 て)レ線照射家兎の血球奮正常家兎に注射すろと白血球減少を来したが,正常家兎の随球を注射し
 たのでは白血球減少は起ら看かつた。
 2)レ線照射家兎の血球を水で透析し,その外、夜にアルコール,アセトン,エーテルに不溶の部分1
 は正堂兎に強い白血球減少を来すのでこれをrad土6七〇xinしたが,これに耐熱試験を行って
 見ると比較的熱に安定であった・
 5)正常家兎血球をろ70Cでradio七〇xln抽出物法で抽出して得た物質はある場合は家兎白血一
 球を減少させ,ある場合は変化させ潅かつた。然るに抽出時温度を27～2800に下げるとコン
 スタントに白mi球減少物質が得られた。即ち・正常鉄兜血球中にも熱に不安定なradio七〇xin
 類似物質のあることが分つた。正常血球を注射したのでは白血,球減少は起らないことから,正常
 血球の巾にはrad.io七〇xin難似物質のづ栂て抗白血球減少物質も含盛れているのだろうと推定1
 される。
 4)丑a・d一ゴ.〇七〇xinには1汗。心・副署。腎をどの臓器障害作用があるか,正常血球から抽出した
 r餌1io七〇xi11類似物質πはその作用がない0
 5)火傷家兎にもradio七〇xin様物質を認めた。火傷を反覆して行くどこの物質の白血球減少
 作粥か次第に減弱し,組織障害作業は迎に次第に増強した。照射は反覆するほど両作用とも増強!
 した。
 6)オルシノール反応,,アンスロン反応の吸光曲線からhexoseの含量を求めると正常家兎狂且球
 抽出物・radiotoxin・火」易家兎血球抽出物の順に減少し,このheXoso含量は白血球減少作.
 斤iの弓蛍弱と・平 テ1一た。
 7)加水分解物の二次元クロマトグラフィーでニンヒドリン反応場性スボツトは正常血球抽出物,
 ra,dioしoxiエ1・火傷i家兎血球佃出物の順に増加しアと。
 8)イオン交換樹帽D.団DAEceエユuユ08e処理で核酸1専成成分を除いた後でもra.diotoxin
 の白血球激少作用は認められた。
 9)Radlotoxi且の白田ユ球減少作用は自律神趙i遮断剤の同時注射で完全に抑制されるが,粁庇、
 護削では抑制されなかった。.
 以上、レソトグン障害物質の特徴を確認し,その物、質かheXoseを伴ったペプチド化合物であ
 ること進定した点で出色の研究であ餌充分学位授与に価するものと.判定した。
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